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肌のぬくもりある医療

１階フロアの憩いの空間の９月は、後山元気くらぶの方より
提供頂いた写真を掲示致しました。
１階フロアの憩いの空間の９月は、後山元気くらぶの方より
提供頂いた写真を掲示致しました。ボランティア紹介ボランティア紹介
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Ｑ
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
は
ど
の
よ
う
な

病
気
の
と
き
に
必
要
で
す
か
？

Ａ
心
臓
は
一
日
に
約
10
万
回
拍
動

し
全
身
に
血
液
を
供
給
し
て
い

ま
す
。
心
臓
の
細
胞
一
つ
ひ
と
つ
が
そ

れ
ぞ
れ
電
気
刺
激
を
作
り
出
す
機
能
を

持
っ
て
い
ま
す
が
、
心
臓
全
体
と
し
て

規
則
正
し
く
心
臓
が
拍
動
し
て
い
る
の

は
、
司
令
塔
で
あ
る
洞
結
節
か
ら
始
ま

る
刺
激
伝
導
系
に
よ
り
ま
す
。
刺
激
伝

導
系
と
は
洞
結
節
→
心
房
→
房
室
結
節

→
心
室
の
順
序
で
電
気
刺
激
を
伝
え
て

い
く
電
線
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
規
則
正
し
い
拍
動
の
乱
れ
が
不

整
脈
で
す
。
不
整
脈
に
は
大
き
く
分
け

て
、
早
く
な
る
不
整
脈
（
頻
脈
）、
遅

く
な
る
不
整
脈
（
徐
脈
）
が
あ
り
ま
す
。

早
く
な
る
不
整
脈
は
基
本
的
に
は
薬
物

治
療
（
場
合
に
よ
っ
て
は
非
薬
物
治
療

も
あ
り
ま
す
）
と
な
り
ま
す
が
、
遅
く

な
る
不
整
脈
（
徐
脈
性
不
整
脈
）
の
治

療
は
薬
物
治
療
で
は
不
安
定
で
あ
り
、

現
在
は
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
治
療

が
一
般
的
で
す
。

　

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
適
応
と
な
る
疾

患
に
は
前
述
の
洞
結
節
や
房
室
結
節
の

異
常
な
ど
あ
り
ま
す
。
洞
結
節
の
異
常

を
洞
不
全
症
候
群
と
い
い
ま
す
。
刺
激

の
始
ま
り
で
あ
る
洞
結
節
の
機
能
が
落

ち
る
こ
と
に
よ
っ
て
電
気
刺
激
が
送
れ

な
く
な
り
1
分
間
に
30
回
程
度
し
か
働

か
な
く
な
っ
た
り
、
数
秒
間
心
臓
が
止

ま
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
房
室
結
節

の
異
常
を
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
い
ま

す
。
房
室
結
節
は
通
常
心
房
と
心
室
を

橋
渡
し
す
る
役
割
、
ま
た
必
要
以
上
の

刺
激
を
伝
え
な
い
役
割
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、
異
常
と
な
れ
ば
必
要
な
刺
激
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
心
房
と

心
室
が
関
係
な
く
勝
手
に
収
縮
し
て
い

る
状
態
と
な
り
徐
脈
と
な
り
ま
す
。
徐

脈
と
な
る
こ
と
で
全
身
、
特
に
脳
へ
の

血
液
が
十
分
に
行
き
わ
た
ら
な
く
な

り
、
息
切
れ
や
め
ま
い
、
意
識
消
失
な

ど
の
症
状
を
起
こ
し
生
命
に
か
か
わ
る

循環器科　医師

金子　匡行

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

＆
Ａ

Ｑ

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

＆
Ａ

Ｑ状態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
し
く
み
と
働

き
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
は
、
電
池
と

電
気
回
路
の
入
っ
た
本
体（
ジ
ェ

ネ
レ
ー
タ
ー
）
と
こ
れ
に
接
続
す
る
細

長
い
電
極
（
リ
ー
ド
線
）
で
で
き
て
い

ま
す
。
電
極
の
先
端
を
心
臓
内
へ
留
置

す
る
と
、
患
者
さ
ん
の
心
臓
の
電
気
刺

激
を
感
知
し
て
、
前
述
の
異
常
が
起
こ

り
適
切
な
回
数
の
心
拍
が
出
な
い
と
き

に
の
み
本
体
か
ら
刺
激
が
出
て
、
心
臓

の
拍
動
を
起
こ
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
大
き
く
分
け
て
１
本
の
リ
ー
ド

線
を
植
え
込
む
タ
イ
プ
と
２
本
の
リ
ー

ド
線
を
植
え
込
む
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。
疾
患
の
種
類
や
症
状
に
よ
り
機
種

を
選
択
し
ま
す
。
最
近
は
、
患
者
さ
ん

の
体
動
や
体
温
、
呼
吸
数
な
ど
を
捕
ら

え
て
、
適
切
な
心
拍
数
に
調
節
す
る
機

能
を
持
っ
た
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
植
え
込
み

方
法
、
時
間
、
痛
み
な
ど
に
つ

　
　

 

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
内
科
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

局
所
麻
酔
で
行
い
ま
す
。
左
右

の
鎖
骨
の
下
を
約
3
～
５
㎝
程
度
切
開

し
皮
下
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
入
る
ポ

ケ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。
鎖
骨
の
下
を
走

る
鎖
骨
下
静
脈
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
見

な
が
ら
リ
ー
ド
線
を
挿
入
し
、
心
臓
の

適
切
な
位
置
に
留
置
し
ま
す
。
そ
し
て

リ
ー
ド
線
と
本
体
を
つ
な
げ
て
皮
下
の

ポ
ケ
ッ
ト
に
収
納
し
、
縫
合
し
て
終
わ

お
答
え
し
ま
す
・
・

上大静脈

右心房

右心室

電極先端

ペースメーカー

ペースメーカー本体
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り
ま
す
。
手
術
時
間
は
１
～
２
時
間
程

度
で
、
入
院
期
間
は
合
併
症
（
出
血
、

感
染
、
気
胸
な
ど
）
が
な
け
れ
ば
10
日

程
度
と
な
り
ま
す
。
痛
み
は
、
個
人

差
が
あ
り
ま
す
が
、
局
所
麻
酔
で
そ
れ

ほ
ど
痛
み
が
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
図
は
左
鎖
骨
下
静
脈
よ
り
右
心
室

に
1
本
リ
ー
ド
線
が
入
る
タ
イ
プ
の
模

式
図
で
す
。

Ｑ
植
え
込
み
後
に
注
意
す
る
こ
と

は
な
ん
で
す
か
？

Ａ
術
後
、
手
術
側
の
上
肢
挙
上
は

し
ば
ら
く
制
限
さ
れ
、
安
静
度

も
徐
々
に
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
安
定
し
た
状
態
に
な
れ
ば
、
家

事
、
旅
行
、
入
浴
な
ど
健
康
な
人
と
ほ

と
ん
ど
同
じ
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
精
密
機
械
が
植
え
込
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、
電
磁
波
を
出
す
も
の
に
注

意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
の
検
査
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

携
帯
電
話
に
関
し
て
は
、
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
植
え
込
み
側
で
の
通
話
は
無
理
で

す
が
反
対
側
で
の
通
話
は
可
能
で
す

（
25
㎝
程
度
本
体
か
ら
離
れ
れ
ば
問
題

あ
り
ま
せ
ん
）。
電
磁
調
理
器
や
Ｉ
Ｈ

炊
飯
器
に
は
注
意
が
必
要
で
す
が
、
冷

蔵
庫
、
電
子
レ
ン
ジ
、
掃
除
機
、
テ
レ

ビ
、ラ
ジ
オ
、パ
ソ
コ
ン
、ド
ラ
イ
ヤ
ー

な
ど
は
ほ
と
ん
ど
問
題
な
く
使
用
で
き

ま
す
。

　

植
え
込
み
後
は
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
手

帳
を
お
渡
し
し
ま
す
。
こ
れ
は
外
出
時

な
ど
い
つ
で
も
持
ち
歩
い
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
急
に
調
子
が
悪
く
な
り
最
寄

の
病
院
に
行
っ
た
際
に
も
、
手
帳
さ
え

あ
れ
ば
、
植
え
込
ん
だ
医
師
で
な
く
て

も
現
在
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
状
況
が

わ
か
り
ま
す
。

Ｑ
電
池
交
換
の
頻
度
は
？
今
後
も

受
診
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
機
種
や
作
動
状
況
な
ど
に
よ
り

ま
す
が
、
電
池
寿
命
は
7
～
10

年
が
一
般
的
で
す
。退
院
後
、1
回
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
来
院

し
て
頂
き
ま
す
。
そ
の
後
は
外
来
医
の

判
断
で
数
ヶ
月
～
半
年
に
1
回
、
外
来

で
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
本
体
、
リ
ー
ド
線
の
問
題
の
有
無
、

電
池
残
量
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

血糖とは、血液中のブドウ糖の事で生命活動を維持するために必要
なエネルギー源です。膵臓から分泌されるインスリンと言うホルモン
の働きにより一定に保たれていますが、インスリンが不足したり働き
が低下すると血糖値が上昇します。この場合糖尿病が疑われます。

血糖値が高い場合は、食生活を改善したり、適度な運動習慣を身につけオーバーウエイトの解消を
図ることが必要です。この２つを並行して行うことでその効果はかなり高まります。ストレスも糖尿
病の一要因となるので上手に解消しましょう。

糖尿病の代表的な検査項目

＜血　糖＞ 血液中のブドウ糖の量から糖尿病の有無を知る事ができます。
 （但し、食後の検査では高くなります。）

＜HbA1C＞ １～２ヶ月前の血糖の状態を知る事ができます。

＜尿　糖＞ 通常の血糖値だと糖分は尿中に排出されませんが
 尿中に尿糖がでると糖尿病が疑われます。
 （但し、血糖と同じく食事の影響をうけます。）

検査基準値

 検　査　項　目 基　　準　　値

 血　糖 70～１１０㎎/㎖
 HbA1C ４.３～５.８％

　　　　　　　　　　　　　　(宇佐高田医師会病院臨床検査センター提供)

＊かかり始めは軽く考えがちですがほうっておくと、とても怖い病気です。

血糖について血糖について
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３ 

階 

病 

棟

⑥

部
署
紹
介

部
署
紹
介

外 来 患 者 延 べ 人 数
１ 日 平 均 入 院 患 者 数

  
平 均 在 院 日 数
病 床 利 用 率
紹 介 患 者 数
患 者 紹 介 率
救 急 車 搬 入 件 数

(人）
(人）

循　　環　　器　
消　　化　　器　
外　　　　　科　
呼　　吸　　器　

（日）
（％）
（人）
（％）
(件）

科　別　内　訳

７　月 ８　月 ９　月
19年度
1,687
91.0
12.4
22.5
30.2
25.9
17.3
82.7
263
70.3
56

18年度
1,822
84.8
18.6
23.0
24.3
18.9
16.8
77.1
291
83.3
67

19年度
1,916
89.9
13.6
18.6
31.5
26.1
17.0
81.7
312
67.5
84

18年度
1,884
85.8
19.3
21.7
23.1
21.7
16.2
78.0
296
66.6
50

19年度
1,895
97.7
19.0
23.7
39.2
15.7
19.6
88.8
295
70.2
56

18年度
1,902
91.2
16.4
22.6
30.0
22.2
15.6
82.9
336
70.2
57

平成19年度（７月～９月） 医事統計総括表

　

３
階
病
棟
は
、
消
化
器
外

科
、
消
化
器
内
科
と
感
染
症

病
室
４
床
を
加
え
た
混
合
病

棟
で
、
病
床
数
56
床
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
看
護
師
25
名
、

看
護
助
手
４
名
の
計
29
名
で

す
。

　

緊
急
手
術
や
内
視
鏡
検
査

等
の
短
期
入
院
が
あ
り
、
入

退
院
も
多
く
多
忙
な
毎
日
で

３階病棟
看護師長

今永　茂美感染症病棟

ナースステーション前のめだか談話室に飾っている犬の写真

す
。
又
患
者
様
の
３
分
の
１
は
自

身
で
身
の
回
り
の
こ
と
が
で
き
な

い
方
で
す
の
で
安
全
で
安
心
し
た

入
院
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
手
術

後
の
早
期
離
床
や
、
ケ
ア
を
通
し

ト
ラ
ブ
ル
の
無
い
看
護
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
患
者
様
中
心
の

看
護
」
を
目
標
に
ス
タ
ッ
フ
一
同

笑
顔
と
思
い
や
り
を
モ
ッ
ト
ー
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

病棟回診の様子
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作り方

1.サツマイモは1cm角に切り、色よく茹でて
おきます。
2.ボールに卵を割りほぐし、牛乳・砂糖を混
ぜ合わせます。その中にふるいにかけた小
麦粉・ベーキングパウダー・黒ゴマを入れ
混ぜ合わせます。
3.銀カップに2の生地を入れ、1のサツマイ
モを上に飾ります。
4.蒸し器に3を入れ強火で10分間蒸します。
＊サツマイモの代わりに茹でて荒くすりつぶ
したそら豆、すりおろし人参、ゆで栗、干
あんずなど季節によって選んでも良いでし
ょう。

　現在、糖尿病が強く疑われる人は国内で740万
人、可能性を否定できない人は880万人いるといわ
れており、成人の６人に1人が糖尿病、又は予備軍と
なります。
　グリセミックインデックス（以下、ＧＩ値とする）と
は、同じ糖質を含む食材でも、食後の血糖上昇が急
激なもの・緩やかなものがあります。その指標をＧ
Ｉ値といい、数値が低いもの程、糖質を含む量が少
なく血糖値が緩やかに上昇するというわけです。例
えば、同じ量のご飯と食パンなら、ＧＩ値はご飯が
84、食パンが91とご飯のほうが血糖値を緩やかに

上昇させることがわかります。日本の糖尿病患者の
多くが、食事や運動不足などの生活習慣が関係した
２型糖尿病といわれていることから、２型糖尿病を
防ぐには、血糖値を上げすぎないようにすることが
大切です。ですが、ＧＩ値の低い食品ばかり食べるの
ではなく、血糖値を下げる働きを持つ牛乳や大豆、
食物繊維の豊富な野菜などを取り入れた、バランス
の良い食事を心掛けましょう。
　そこで今回は、これからが旬のサツマイモを使っ
たおやつを紹介します。

栄養課
管理栄養士
長  井　 歩

材　料 (４個分)

グリセミックインデックス（ＧＩ）についてグリセミックインデックス（ＧＩ）についてグリセミックインデックス（ＧＩ）について

さつまいも蒸しパンさつまいも蒸しパンさつまいも蒸しパン

ご意見①
　薬袋の件で気付いたことですが、袋の薬の開け
口が無いので、手の爪で切り、力が入りすぎて粉
がこぼれ大変でした。歯で噛み切って開けたりし
ていました。ちょっと切れ目を入れてくだされば
楽に飲めます。ぜひ改善して下さい。

お答え①
　大変不便な思いをおかけし申し訳ありませんで
した。
　当院の薬袋には切れ目が入っておりませんが、
開けやすい方向と開けにくい方向がありますので
病院職員へお尋ね下さい。

ご意見②
　いつも思うのですが、トイレは清潔なのです
が、トイレの中が臭います。芳香剤など使用して
はどうでしょうか（外来）。
　病棟のトイレも、尿を溜めていたりするので仕
方がないところもあると思いますが、廊下までト
イレの臭いがする時があります。

お答え②
　大変不快な思いをおかけし深くお詫び申しあげ
ます。
　病棟トイレに関しては、換気扇を入り口と窓際
に付け空気の流れを作ることで対策をしておりま
すが、それでも不十分な場合は消臭剤などを追加
し、さらに工夫してまいります。

ご意見ありがとうございました。

　　文責　院長　中島　仁典

ご意見いただきました。

※ご意見は、要約して掲載させていただいて
　おります。ご了承下さい。

小麦粉 ・・・・・ 60ｇ
ベーキングパウダー ・ 15ｇ
卵 ・・・・・・・ 1ヶ
砂糖 ・・・・・・ 40ｇ
牛乳 ・・・・・・ 40cc
サツマイモ ・・・ 70ｇ
黒ゴマ ・・・・・ 適量
(１個分）
エネルギー ・・・ 118㎉
たんぱく ・・・・ 2.8ｇ
塩分 ・・・・・ 0.4ｇ
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親睦会　会長

髙橋　政也

　

去
る
８
月
25
日
（
土
曜
日
）
19
：

30
よ
り
、
当
病
院
駐
車
場
に
て
宇

佐
高
田
医
師
会
病
院
親
睦
会
に
よ

る
供
養
盆
踊
り
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

伏
田
地
区
の
区
長
様
を
は
じ
め
、

伏
田
地
区
く
ど
き
と
婦
人
会
の
踊

り
子
さ
ん
、
南
宇
佐
中
央
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
隣
接
す
る
日
足
、

和
気
、
橋
津
地
区
等
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
、
駐
車
場
の
フ
ェ

ン
ス
に
沿
う
よ
う
な
大
き
く
綺
麗

な
二
重
の
輪
が
出
来
、
大
変
よ
い

供
養
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
お
も

ち
ゃ
の
当
た
る
く
じ
の
周
囲
に
は
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
が
集
ま
り

ワ
イ
ワ
イ
と
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
を
手
に
持
ち
帰
る
子
ど

も
達
の
笑
顔
を
見
て
、
と
て
も
嬉

し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

当
日
は
日
中
ど
ん
よ
り
と
黒
い

雲
が
西
の
空
を
覆
い
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ

と
い
う
不
穏
な
音
を
響
か
せ
て
い
ま
し

た
が
、
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
な
く
盛
況

に
終
わ
り
、
今
は
安
堵
と
参
加
し
て
頂

い
た
皆
様
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

来
年
の
夏
も
、
供
養
盆
踊
り
を
行
い

ま
す
。
今
年
以
上
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
26
日
に
当
院
も
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
「
夕
暮
れ
街
頭
指
導
」
に
参

加
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
こ
の
運
動
の
基
本
は
、
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
で
す
。
運
動
の
重

点
は
、
①
飲
酒
運
転
の
根
絶
②
夕
暮
れ

時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止
③
後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底
で
す
。

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
向
か
え
何
か

と
飲
酒
の
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
そ

こ
で
、
飲
酒
運
転
撲
滅
の
た
め
、
事
業

所
ご
と
で
の
取
り
組
み
を
徹
底
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
当
院
で
は
職
員
一
丸

と
な
り　

一
、
絶
対
飲
酒
運
転
を
し
な

い
。
二
、絶
対
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
。

こ
の
２
点
を
守
り
、職
員
間
で
（
一
言
）

声
か
け
運
動
を
展
開
し
、
飲
酒
運
転
撲

滅
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

宇佐地区安全運転管理協議会より感謝状を頂きました。

供
養
盆
踊
り
大
会

供
養
盆
踊
り
大
会

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

安全運転管理者

額田　正基
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●NST委員会研修会
　８月20日（月）　大研修室にて
　　「PEG勉強会」
　　講師：㈱メディコン　大内　俊先生

●看護部研修会（看護管理者研修会）
　９月29日（土）　第一会議室にて
　　「成果を上げるマネジメント」
　　講師：㈲ナーシングサポートセンターすばる
　　　　　　　　　　　　得丸　尊子先生

●学会発表
　７月20日（金）
　　消化器外科学会(東京)
　　「ブラウン吻合を原因とした内ヘルニアの１例」
　　副院長　柏木　孝仁
　
●研修会発表
　10月６日（土）
　　平成19年度病院総看護師長研修会
　　「看護職員の確保定着対策ー
　　　　魅力ある病院をめざして」
　　総看護師長　柳田　美雪

●接遇研修会
　８月９日（木）　大研修室にて
　　「自分を知り、自分を変える」
　　～よりよいコミュニケーションとマナー実践のために～
　　講師：㈱プレスタイム九州　米澤　金作先生

新入職員紹介

①入職日　②所属　③モットー（一言） ④趣味

たか の

①H19・9・3
②3階病棟　看護師
③頑張ります。よろしく
　お願いします。
④ドライブ

高 野 エリナ

外来改修工事が終わりました。
大変ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。
採血室、点滴室、図書室、検査準備室、問診室が以下
の場所に移動になりました。

　当院では12月１日（予定）
の電子カルテ導入を目指し全
職員が取り組んでおります。
　導入当初は、患者様には何
かとご迷惑をお掛けすると思
いますが、不都合な点がござい
ましたら何なりと職員までお
申し出下さい。

お知らせ

●衛生委員会研修会
　10月３日（水）　大研修室にて
　　「メンタルヘルスケア」
　　　～事例に基づく職場復帰について
　　講師：労働衛生コンサルタント　
　　　　　星生クリニック　院長　原尻　慎一郎先生

電子カルテ操作訓練の様子



ぬくもり　�

外来担当医師一覧表

〇外来受付時間
　午前　8：30～11：00
　（午後の特殊外来は、午後3：00まで受付）
　ただし、急患はこの限りではありません。
　※当病院は、原則として紹介状が必要です。

〇診療時間
　午前　9：00～12：00
　午後　2：00～  5：00
〇休診日
　土曜日午後、日曜日、祝祭日、
　年末年始（12/30～1/3 ）

外来担当医師一覧表
土

中島　仁典

（再　来）

―

―

―

―

―

金

中嶋　　宏

小野　英樹

陣林　伯男

柏木　孝仁

―

―

中山　俊之
第２・第４

木

中島　仁典

小野　英樹

陣林　伯男

ペースメーカー

西中　秀和

三重野　斉

―

―

水

中嶋　　宏

小野　英樹

金子　匡行

西中　秀和

松下章次郎

―

―

―

火

中島　仁典

中嶋　　宏

陣林　伯男
　　

柏木　孝仁
　

―

黒田　芳信

―

月

小野　英樹

中嶋　　宏

金子　匡行
　

髙松　祐治
　

三重野　斉

―

―

科　　別

消 化 器

内 視 鏡

循 環 器

外 　 科

呼 吸 器

呼 吸 器

血 　 液

時間帯

午 前

午 後

平成19年10月１日現在

駅
館
川 宇佐高田医師会病院

宇佐高田地域成人病検診センター

宇佐神宮 ●
轟木整形
外科病院

トライアル
●

宇佐高校
●

メルクス
●

宇佐市役所
●

←中津市

安心院
院内
↓

←中津方面

国道10号線

豊
後
高
田
市
→

大分市→

大分方面→

柳ヶ浦駅
長洲駅 J R日豊本線

宇佐駅

●
ご
案
内
図

　氏　名　　　　専　門　領　域
中島　仁典　　消化器　肝臓病　内科一般
中嶋　　宏　　消化器　肝臓病　内科一般
小野　英樹　　消化器　肝臓病　内科一般

陣林　伯男　　循環器科一般
金子　匡行　　循環器科一般

　氏　名　　　　　　専　門　領　域
柏木　孝仁　　消化器外科　下肢静脈瘤　外科一般
西中　秀和　　消化器外科　内視鏡外科　乳腺外科
髙松　祐治　　消化器外科　外科一般
松下章次郎　　消化器外科　外科一般

三重野　斉　　呼吸器科一般

なか しま ひろ のり

なか しま ひろし

じんばやし のり お

かね こ まさ ゆき み え の つよし

かし わぎ たか ひと

にし なか ひで かず

たか まつ ゆう じ

まつ した じしょう ろう

お の ひで き

　今回の表紙の写真は、ボランティアグループ
後山元気くらぶよりご提供頂きました。
　後山元気くらぶ・・・多目的なボランティアグ
ループで、後山薬師堂の参道整備、写真広報、
草刈、文化財保護、里山の保全活用、森林環境
教室など宇佐市封戸地区を中心に活動されて
おります。掲載させて頂いた写真の他にも秋の
美しい景色の写真がたくさんありました。皆さ
んも写真を撮りに出かけてみませんか？

広報委員

消化
器科

循環
器科

外科

呼吸器科

　

患
者
様
の
権
利

一
、
患
者
様
は
、
個
人
と
し
て

　
　

の
尊
厳
が
守
ら
れ
、だ
れ
で

　
　

も
良
質
な
医
療
を
平
等
に

　
　

受
け
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

二
、
患
者
様
は
、
医
療
に
関
し

　
　

て
十
分
な
説
明
と
情
報
の

　
　

提
供
を
受
け
る
権
利
が
あ

　
　

り
ま
す
。

三
、
患
者
様
は
、
医
療
に
関
し

　
　

て
十
分
な
説
明
と
情
報
の

　
　

提
供
を
受
け
た
上
で
、
自

　
　

ら
の
意
思
で
治
療
の
方
法

　
　

を
選
択
す
る
権
利
が
あ
り

　
　

ま
す
。

四
、
患
者
様
の
個
人
情
報
は
、

　
　

保
護
さ
れ
る
権
利
が
あ
り

　
　

ま
す
。

　

患
者
様
の
責
務

一
、
患
者
様
は
、
ご
自
身
の
健

　
　

康
に
関
す
る
情
報
を
提
供

　
　

す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

二
、
患
者
様
は
、
ご
自
身
が
受

　
　

け
ら
れ
る
医
療
に
関
し
て

　
　

納
得
で
き
る
よ
う
質
問
す

　
　

る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

三
、
患
者
様
は
、
他
の
患
者
様

　
　

の
療
養
生
活
に
支
障
を
与

　
　

え
な
い
よ
う
配
慮
す
る
責

　
　

務
が
あ
り
ま
す
。


